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 筑波大学プラズマ研究センターでは、既存のタ

ンデム・ミラー型装置に新たなダイバータ装置を

導入することにより、境界プラズマの研究を行っ

ている[1]。境界プラズマの研究の一つとして、数

値計算シミュレーションによる研究が重要であり、

我々は、慶応大学との共同研究の元で、タンデム・

ミラー西エンド部における背景プラズマの数値シ

ミュレーション計算を開始した。 

 この数値計算は、二次元流体プラズマを記述す

る計算コードであり、用いられる物理モデルには、

反磁性ドリフトに代表されるような各種のドリフ

ト速度や、プラズマ電流について考慮していない。

また、径方向輸送は、異常輸送が支配的であると

し、古典拡散の効果は含まれていない[2]。これま

でに実験領域の磁場構造や、基礎的な中性粒子‐

荷電粒子間相互作用の計算コードへの取り込みが

終了しており、その初期結果が出始めている。図

1 に、使用した計算メッシュ構造を示す。計算メッ

シュは、西エンド部の磁力線形状を元にして作成

されている。計算領域は、GAMMA 10西エンド部

ミラースロートコイルから軸方向に 66 cm、径方向

に 5 cmから 16 cm軸方向に沿って広がった円筒状

範囲である。また、ターゲットは、計算領域終端

に設定している。 

 初期結果における、電子温度の空間分布を示し

たものが図 2 である。境界条件として、流入条件

とターゲット板上については、ディレクレ条件で、

装置軸上においては対称条件、外側境界について

は、ノイマン条件を用いている。電子温度は、径

方向に強い変化が見受けられない。一方、ターゲッ

ト板に向かうにつれ、電子温度は徐々に低下して

いく様子が見られている。しかし、デタッチメン

ト状態を達成する温度領域まで温度低下が見られ

ない事が確認されている。 

 背景プラズマの挙動は、中性粒子との相互作用

に強い影響を受ける為、その分布をより正確に反

映させる事が重要である。また、実験ではターゲッ

トを空間的に閉じた容器内に設置することにより、

粒子間の相互作用を強めている。 

ポスター講演では、ターゲットが上記境界条件

において物理モデルを、より詳細に取り入れたシ

ミュレーション結果も含めて報告する。 
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図 1. コードに用いた計算メッシュ 

 
 

図 2. 電子温度の空間分布 
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